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ISO/TC194　SC1WG2　Sourcing controls; Collection and Handlingに出張しましたので報告いたします。

日時：2006年12月4日―8日

会場：ドイツ標準局（DIN）　ベルリン、ドイツ

WG2:2006年12月5日―6日

私が代表として対応した。

すでに我が国は賛成投票をしていることから大きな争点はなかった。
英国がAnnexAの大幅な書き直しを求めていたことから、本文に入る前にAnnexAを先に議論した。議論は英国の書き直しに沿った文章を元に行われた。

清浄国の考え方についてOIEの基準が大幅に変更されることが決まっているとの情報で銀論されたが、未だ文章が出ていないので、これまでのOIEの枠組みでISO文章はさくせいすることとなった。

また我が国が提案した、動物由来飼料を禁止してからの期間を５年から8年とすることとした。

若い牛が極めて低リスクであるとの内容に対して、医療器の材料としての証明はなされていないと主張し、若い牛の使用はより年取った牛よりリスクは低く、6ヶ月齢以下ではBSEリスクがより低いという表現となった。

と殺方法に関しては、方法によっては汚染を広げる可能性があることが議論され、安全な方法のみをとることとした。

その他種々の点について改善案が示され修正された。

本文に関しては我が国が主張した用語の変更はさしたる議論なくすべて変更された。
参考文献には我が国厚労省の通知の最新版に差し替えることが認められた。
こうして我が国の主張はほぼ受け入れられたことから、修正されたISO文書をFDISとすることに賛成した。

また会議の最後に最近のLancetのレポートにある新型のBSE例がヒトの孤発性CJDに極めて類似していることと、最近そのBSE病原体がマウスで感染性が証明されたことから、今後の課題ではあるが、ISO内でも新型BSEの医療機器への影響に対して何らかの議論が必要である点を強調した。

